


2

補正予算の追加	　１億９, １６７万５千円
予算総額	 ３１億９, ６５８万４千円

歳出の主なもの	 役場庁舎増改築工事関連予算（設計費、土地購入費）
	 	 ２,１９９万２千円
	 まちひとしごと創生事業費	 ６,２１３万３千円
	 臨時福祉給付金事業費	 １,１９１万３千円
	 道路新設改良費	 ５,５５２万８千円
	 用排水路改良工事費	 １,２０１万円
	 	 など。

平成28年度吉富町一般会計補正予算（第2号）には、総務文教委員会から下記の附帯決議が
提出されました。

平成28年度一般会計補正予算（第2号）の執行に当り、まち・ひと・しごと創生事業に関連する
「地方創生加速化交付金」及び「地方創生推進交付金」事業、ならびに職員採用に対し
① 委託料の執行に当たり、町民全体に対して公平性を保つ様に取り組む事。
② 同執行に当たり、町内商工業者や町民との連携にワークショップの開催など意見集約を取　 
　 り入れる事。
③ 役場庁舎増改築は、住民と議会への説明を十分行い、利用者意見や利便性に配慮する事。
④ 職員増に伴う給料の増に対して、議会事務部局の事務職員を1名増にする事。

歳入の主なもの	 国庫補助金	 ７,６０６万２千円　増額
	 基金繰入金	 １億１,６２７万４千円　増額

＜主な討論内容＞

＜主な討論内容＞

反対：地方創生加速化交付金及び地方創生推進交付金とそれに基づく事業予算計上のあり方に問題	
	 あり、国は出すかどうか決めていない交付金を、予算計上して差し支えないとの態度をとっ	
	 ている。予算書の形骸化につながる。　
	 一般財源で予算計上し、交付決定後に振り替える方法もあった。民主主義をないがしろにす	
	 るような予算を含む予算である。
賛成：・今後の吉富町の大きな指針となりうる、予算と計画が示されている。
	 　議会と行政側が共同提案という形で、我が町の本気度を示すべきと考える。
	 ・総務委員会採決結果を尊重する。
	 ・地元要望による予算が含まれている。地権者の同意も得られたということなので賛成します。

反対：	・議会事務局職員の1 名増は、人事権の介入である。
	 ・附帯決議に職員を1名増にする事を入れるのはふさわしくない。
賛成：	・当附帯決議に関しては、予算審議の際の疑義に対する附帯決議である。
	 ・議会事務部局職員の1名増については、議員全員の願いであり、議長を通して正式に執行部	
	 　へ申し出をしており、結論が出ていないので、それを促す意味での附帯決議である。

予
　
　
　
　
　
算

第２回 定例議会報告

可
決

【決議文】

附帯決議

可
決

平成２８年第２回定例町議会は、６月９日から２３日までの１５日間開催されました。

平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第２号）について

※議案第33号平成28年度吉富町一般会計補正予算（第2号）に対する附帯決議
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平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について

平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度吉富町水道事業会計補正予算（第１号）について

吉富町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

吉富町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の
制定

吉富町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

　補正予算の追加	 ６８万５千円
　予算総額	 ３１億９,７２６万９千円
　吉富少年野球クラブが、７月２２日から和歌山県で開催される、第２１回高野山旗全国学童軟式
野球大会への出場権を獲得し、その大会への遠征費の一部助成。

　補正予算の追加	 １６７万８千円
　予算総額	 ８億９,８０９万６千円
	 歳出の主なもの	 人事異動に伴う人件費等の減額　△２９４万６千円
	 	　　　　　　　　　国民健康保険制度広域化電算システム改修委託料
	 	 ３０２万４千円

　補正予算の減額	 △８８万９千円
　歳入歳出予算総額	 ４億３,２５７万２千円
	 歳出の主なもの　　人事異動に伴う人件費等の減額

　収益的支出	 △１３４万１千円
　収益的支出総額	 １億３,０３２万２千円
	 歳出の主なもの　　人事異動に伴う人件費等の減額
	 債務負担行為	 ６,４５６万円　増額
	 配水地更新事業の限度額を増額し、総額を４億６,４０２万円とする。

　平成２８年１０月から福岡県の乳幼児医療費支給制度が改正され、支給対象者年齢が
拡大されるとともに、制度の名称が子ども医療費支給制度に変更されることに伴い、吉
富町の子ども医療費支給制度との統合を図るとともに、支給額を拡充するための条例改正。

　前議案同様、吉富町子ども医療費の支給額拡充に伴い、ひとり親家庭等医療費の支給
額も併せて拡充するための条例改正。

　前々議案と同様に、吉富町子ども医療費の支給額拡充に伴い、重度障害者医療費の支
給額も併せて拡充するための条例改正。

予
　
　
　
　
　
算

条
　
　
　
例

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

同
意

固定資産評価審査委員会委員の選任について
　平成２８年６月２３日をもって、３年間の任期が満了する、西川 保氏を再度選任する
ため、議会の同意を求めるもの。

人 

事
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報
　
　
告

そ
　
の
　
他

平成２８年（６月定例会）　議案審議結果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
採
決
）

　

議
決
日
：
平
成
28
年
６
月
15
日
・
23
日

議案番号 議　案　等　の　名　称
審
議
結
果

中
家
章
智

山
本
定
生

太
田
文
則

梅
津
義
信

横
川
清
一

花
畑　

明

是
石
利
彦

岸
本
加
代
子

丸
谷
一
秋

若
山
征
洋

賛　
　

成

反　
　

対

議案第29号
専決処分の承認を求めることについて（吉富町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例の制定について）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第33号 平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第２号）について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

発議第３号 議案第33号　平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第２
号）に対する附帯決議

可
決○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長 6 3

議案第34号 平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

「○」…賛成　「●」…反対「議長」…議長職のため表決に参加しない

専決処分の承認を求めることについて
（吉富町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

土地改良事業の施行について

専決処分の報告について
（平成27年度公共下水道事業今吉地区面整備管渠（第3工区）築造工事変更契約）

　法改正があり、公布が平成２８年３月３１日にされ、４月１日付けで施行。これに準じ
て吉富町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じ、議会を招集する時間的余裕がなく、平
成２８年３月３１日付、専決処分をしたため。

　界木地区の土地改良事業計画を定めるにあたり、議会の議決を求めるもの。

　町議会の委任による専決処分による議会への報告。

繰越明許費繰越計算書について（一般会計）

経営状況の報告について（土地開発公社）

　平成２７年度吉富町一般会計予算の繰越明許費で、「地方公共団体情報セキュリティ強化対策整備
事業」ほか６事業について、翌年度に繰り越したことの報告。

　平成２７年度吉富町土地開発公社の経営状況についての報告。

専決処分の承認を求めることについて
（吉富町税条例等の一部を改正する条例）

　法改正があり、公布が平成２８年３月３１日にされ、固定資産税の特例措置が設けられ
ることなどが４月１日付で施行されることに伴ない、吉富町税条例の一部を改正する必要
が生じ、議会を招集する時間的余裕がなく、平成２８年３月３１日付けで専決処分をしたため。

可
決

可
決

可
決
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
質
疑
、
意
見
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。（
多
数
の
質
疑

（
答
弁
）、
意
見
か
ら
抜
粋
）

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

是
石
委
員

　

国
庫
補
助
金
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
に
つ
い
て
、
や
る
気
を
見

せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

　

６
月
議
会
で
御
議
決
を
い
た
だ

い
て
、
議
員
、
執
行
部
と
も
に

地
方
創
生
の
機
運
づ
く
り
と
。

今
後
、
事
業
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

花
畑
委
員

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
に
関

す
る
資
料
で
は
、
事
業
の
官
民

協
働
と
な
っ
て
い
る
が
、
民
の

代
表
の
一
つ
で
も
あ
る
町
の
商

工
会
に
ど
う
い
っ
た
内
容
、
か

た
ち
で
打
診
を
し
て
い
る
の
で

す
か
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

　

こ
の
事
業
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
り
、
有
識
者
会
議
を
設

け
、
そ
の
中
に
町
の
商
工
会
の

代
表
の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ

き
、
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
商
工
会
か
ら
も

お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
言
葉
も

会
議
の
中
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

連
携
を
こ
れ
か
ら
も
強
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

疑
	

	
是
石
委
員

　

６
月
15
日
ま
で
に
職
員
採
用
の

募
集
が
あ
っ
た
が
、
以
前
、
吉

富
町
で
新
卒
の
採
用
試
験
を
し

た
と
き
に
応
募
が
な
く
、
２
次

募
集
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
少

な
く
と
も
、
２
次
試
験
ま
で
に

５
、６
人
は
残
る
よ
う
な
確
保

は
で
き
て
い
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

総
務
課
長

　

大
丈
夫
で
す
。

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

３
名
の
職
員
が
採
用
さ
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
議
会
事
務
局
に

専
任
職
員
１
名
の
増
員
の
考
え

が
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁

		


総
務
課
長

	

全
体
を
考
え
た
上
で
職
員
配
置

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会

事
務
局
へ
の
増
員
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質 

疑

	
	

花
畑
委
員

　

役
場
庁
舎
増
改
築
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
料
、
土
地
購
入
費

は
合
わ
せ
て
約
２
，
２
０
０
万

円
だ
が
、
全
て
単
費
で
す
か
。

工
事
費
は
、
補
助
事
業
の
対
象

と
な
り
ま
す
か
。
起
債
対
象
と

な
る
場
合
の
充
当
率
は
ど
れ
く

ら
い
で
す
か
。

答 

弁

	

	

総
務
課
長

　

庁
舎
の
増
築
に
は
補
助
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
を
活
用
す
る
た
め
に
、
災

害
部
門
を
取
り
入
れ
て
、
緊
急

防
災
減
災
事
業
債
を
充
て
ら
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

梅
津
委
員

　

現
庁
舎
と
通
路
で
つ
な
げ
る
と

い
う
考
え
が
あ
る
の
で
す
か
。

３
階
建
て
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

も
検
討
し
ま
す
か
。

答 

弁

		


総
務
課
長

	

つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

を
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

質 
疑

	
	

花
畑
委
員

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
の
委
託
料
で
、
５
，

６
８
３
万
３
千
円
あ
が
っ
て
い

る
が
、
住
宅
、
狭
あ
い
道
路
の

整
備
等
、
た
く
さ
ん
の
事
業
が

目
白
押
し
、
町
民
の
利
益
を
考

え
た
時
、
は
た
し
て
大
丈
夫
な

の
か
。
補
助
が
つ
か
な
か
っ
た

と
き
は
、
事
業
の
未
実
施
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

　

町
と
し
て
は
こ
の
上
げ
て
い

る
事
業
の
全
て
を
す
る
こ
と
が

第
一
義
で
す
。
交
付
金
が
い
た

だ
け
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

町
の
や
る
気
を
見
せ
ろ
と
言
わ

れ
た
。
単
独
で
や
っ
て
は
ど
う

で
す
か
。
県
、
国
に
気
持
ち
が

通
じ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

そ
う
い
う
こ
と
は
可
能
で
す

か
。
ダ
メ
（
不
採
択
）
で
も
や

り
ま
す
か
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
特
定
財
源
を
見
込

ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

岸
本
委
員

	

加
速
化
交
付
金
、
推
進
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
交
付
決
定
前
に

予
算
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
、
国
の
指
導
で
は
な

い
の
で
す
か
。
一
般
財
源
で
上

げ
て
い
て
、
決
定
後
に
振
り
替

え
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

	

解
釈
上
は
可
能
で
す
。

質 

疑

	
	

中
家
委
員

	

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
二
つ

で
き
れ
ば
駐
車
場
が
手
狭
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
理
想
形
（
完

成
形
）
を
、
数
年
後
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

	

28
年
度
に
つ
い
て
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
２
店
舗
増
や

す
。
交
流
マ
ル
シ
ェ
、
創
業
支

援
ス
ク
ー
ル
の
開
設
準
備
を

し
、
駅
周
辺
の
空
き
家
を
店
舗

と
し
て
活
用
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
女
子
集
客
の
町
と
し
て
、

駅
を
中
心
に
皆
さ
ん
が
女
子
受

け
す
る
よ
う
な
も
の
を
求
め
て

こ
の
周
辺
を
歩
い
て
い
た
だ
く

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
32
年
度
ま
で
は
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、
町
も
十
分
支
援

し
、
32
年
度
ま
で
の
間
に
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
ほ
う
に
運
営
を

お
任
せ
で
き
る
よ
う
な
準
備
も

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

意 

見

	
	

梅
津
委
員

　

本
補
正
予
算
に
は
、
役
場
庁
舎

改
築
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
料

等
、
使
い
辛
い
現
庁
舎
の
改
善
の

一
歩
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
を
創
造

す
る
た
め
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
賛
成
し
ま
す
。

意 

見

	
	

是
石
委
員

　

こ
の
予
算
は
、
吉
富
町
の
隆
盛
に

有
意
義
の
よ
う
に
思
い
賛
成
し
ま

す
。

※
議
案
第
33
号　

平
成
28
年
度
吉

富
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議
に

つ
い
て

質 

疑

	
	

な
し

意 

見

	
	

梅
津
委
員

　

当
然
す
ぎ
て
当
然
で
あ
る
と
い
う

趣
旨
に
お
い
て
、
決
議
に
は
賛
同

し
て
き
て
な
い
の
で
、
今
回
も
賛

成
し
ま
せ
ん
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
経
過
（
6
／
20
開
催
分
）



6

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
質
疑
、
意
見
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。（
多
数
の
質
疑（
答
弁
）、

意
見
か
ら
抜
粋
）

※
吉
富
町
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

※
吉
富
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

　
（
前
記
条
例
改
正
案
に
は
、
質
疑
・

意
見
等
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。）

※
吉
富
町
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

改
正
条
文
に
、
子
ど
も
医
療
証
を

返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な

っ
て
い
る
が
、
外
来
が
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
や
子
ど
も
医
療
費

の
場
合
８
０
０
円
で
、
重
度
障
害

者
医
療
の
場
合
５
０
０
円
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
条
件
が
良
い
か

ら
子
ど
も
医
療
証
を
回
収
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

そ
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て（
所

管
事
項
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

社
会
福
祉
総
務
費
の
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
は
町
単
独
で
す
か
。
改
修

は
専
門
業
者
で
す
る
の
で
す
か
、

入
札
に
よ
り
す
る
の
で
す
か
。

答 

弁
	

	

健
康
福
祉
課
長

　

県
の
ほ
う
の
条
例
等
も
改
正
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
吉
富
町
は
そ
れ

に
上
乗
せ
し
て
条
例
を
定
め
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
う
条
例
に
合
う
シ

ス
テ
ム
改
修
で
、
単
独
で
す
。

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
と
い
う

業
者
に
委
託
し
ま
す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
費
の
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
研
修
受
講
料
で
は
、
ど
の
よ
う

な
研
修
を
行
う
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

認
知
症
の
人
に
対
し
、
状
態
に
お

い
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
な
推
進
員
と
い
う
こ
と
で
、

医
療
機
関
や
色
々
な
介
護
事
業
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
所
と
認
知
症
の

方
を
つ
な
ぐ
役
割
を
持
つ
た
め
の

人
材
の
育
成
に
の
た
め
の
研
修
で

す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

児
童
福
祉
総
務
費
の
消
防
用
設
備

点
検
委
託
料
は
、
新
築
し
て
間
が

な
い
学
童
保
育
棟
だ
が
、
当
初
予

算
で
組
ま
な
く
て
、
何
で
今
頃
な

の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

	

支
援
セ
ン
タ
ー
と
建
物
が
独
立
し

て
い
る
た
め
、
点
検
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
１
年
に
１
回

の
点
検
と
い
う
こ
と
で
年
度
中
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た

め
で
す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
は
、
い

つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
ど
れ
く
ら
い
で

す
か
。

答 

弁

	

	

産
業
建
設
課
長

　

発
行
元
の
商
工
会
と
し
ま
し
て

は
、
９
月
の
発
行
を
検
討
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア

ム
率
は
10
％
で
す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

土
地
分
筆
登
記
手
数
料
に
関
し

て
、
内
容
を
聞
き
た
い
。
同
意
は

と
れ
た
の
で
す
か
。

答 
弁

	

	

産
業
建
設
課
長

　

幸
子
屋
敷
１
号
線
ほ
か
１
路
線
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
住
宅
が
建
ち

並
ん
で
お
り
、
住
宅
に
か
か
ら
ず

に
で
き
る
最
大
の
道
路
幅
員
が
５

ｍ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今

回
５
ｍ
で
の
拡
幅
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

土
屋
居
屋
敷
線
ほ
か
１
路
線
拡
幅

工
事
に
つ
い
て
は
、
土
屋
区
の
自

治
会
要
望
と
し
て
上
が
り
、
説
明

会
を
２
度
開
催
、
６
ｍ
で
道
路
新

設
の
改
良
を
実
施
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
地
区

内
の
方
か
ら
御
理
解
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て

進
め
て
い
ま
す
。

　

何
れ
も
同
意
は
と
れ
て
い
ま
す
。

意 

見

	
	

山
本
委
員

　

地
方
加
速
化
交
付
金
や
今
回
の
予

算
は
様
々
な
部
分
か
ら
問
題
が
あ

る
。
狭
あ
い
道
路
に
関
し
て
も
道

路
用
地
が
町
の
計
画
と
し
て
、
４

ｍ
、
５
ｍ
、
６
ｍ
で
行
う
こ
と
は
、

現
時
点
で
納
得
で
き
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
賛
成
し
か
ね
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
制
度
が
広

域
化
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉

富
町
は
高
齢
者
が
多
く
、
国
保
加

入
率
も
高
い
と
思
う
が
、
加
入
者

が
払
う
負
担
額
が
増
え
る
の
で
す

か
、
減
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

	

デ
ー
タ
を
県
に
送
っ
て
（
県
の
ほ

う
に
市
町
村
の
基
礎
資
料
を
提
出

す
る
。）
詳
し
い
分
析
を
し
な
い

と
、
今
の
と
こ
ろ
何
と
も
言
え
な

い
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
上
が
る

の
か
下
が
る
の
か
は
、
わ
か
り
か

ね
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

熊
本
地
震
が
起
き
た
、
南
海
ト
ラ

フ
も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
震

に
対
す
る
調
査
、
対
策
は
と
る
予

定
が
あ
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

	

今
回
こ
の
補
正
予
算
に
関
す
る
と

こ
ろ
と
若
干
外
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
資
料
の
準
備
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

意 

見

	
	

山
本
委
員

　

我
が
町
の
下
水
道
全
般
に
つ
い

て
、
今
後
は
、
例
え
ば
地
震
が
起

き
た
時
に
下
水
道
が
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
、
施
策
、
研
究
、
検
討

は
是
非
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
、

今
後
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
く
賛

成
意
見
と
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

債
務
負
担
行
為
の
変
更
に
関
す
る

説
明
で
、
国
庫
補
助
の
申
請
に
対

す
る
内
示
か
ら
減
額
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
減
額
率
は
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

　

お
お
む
ね
７
割
程
度
の
内
示
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
減
額

は
３
割
で
す
。

意 

見

	
	

山
本
委
員

　

熊
本
で
地
震
が
起
き
た
時
に
一

番
問
題
に
な
っ
た
の
が
水
不
足
で

す
。
先
週
の
時
点
で
も
ま
だ
給
水

車
が
い
て
、
ま
だ
通
り
き
ら
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
と
の
こ
と
。
本
町

は
、
範
囲
が
狭
く
、
農
業
用
水
に

も
不
足
し
な
い
ほ
ど
水
に
は
良
い

町
だ
と
思
う
が
、
今
後
は
十
分
こ

う
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
、
町
民

が
過
ご
し
や
す
い
町
に
進
め
て
ほ

し
い
と
願
い
を
こ
め
て
、
賛
成
し

ま
す
。

福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会
経
過
（
6
／
17
開
催
分
）



一般質問

災害への備えはできていますか。
今からの季節、台風や大雨により災害等の起こる可能性が高くなります。
日頃から台風や大雨などの災害に備えておきましょう。

大切なこと
・気象情報の確認
・危険な場所に近づかない
・避難のための準備

※吉富町防災パンフレット＆ハザードマップを再度確認しましょう。

非常持ち出し品の一例
○懐中電灯　　○携帯ラジオ　　○非常食　　○水　　　○電池
○救急セット　○携帯トイレ　　○貴重品　　○マスク　○着替え
○ウエットティッシュ

7

問     
　

	

危
機
管
理
課
の
新
設
を
し

て
は
ど
う
か
。

答    

	

総
務
課
長

現
段
階
で
は
、
危
機
管
理

課
の
新
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

吉
富
町
の
行
政
規
模
か
ら
す
る

と
、
防
災
に
特
化
し
た
課
の
新
設

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。意     

　

	

総
務
課
が
い
ろ
い
ろ
兼
務

し
な
が
ら
作
業
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
身
近
な
と
こ

ろ
で
地
震
が
起
こ
っ
て
お
り
、
我

が
町
に
お
い
て
も
早
急
に
手
を
う

つ
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
全
体
の
被
害
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
町
民

の
安
全
を
守
る
行
政
に
は
、
慎
重

す
ぎ
る
く
ら
い
の
リ
ス
ク
管
理
を

し
て
も
ら
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問     
　

	

近
隣
の
市
町
の
活
用
状
況

を
お
答
え
願
い
ま
す
。

再
任
用
制
度
が
施
行
さ
れ
た
の
が

平
成
13
年
４
月
１
日
、
吉
富
町
に

お
い
て
、
再
任
用
制
度
活
用
し
た

方
は
過
去
に
い
ま
す
か
？

答    

	

総
務
課
長

吉
富
町
を
除
い
た
６
市
町

の
う
ち
、
５
市
町
で
再
任
用
制
度

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
用
し
た
方
は
い
ま
せ
ん
。

問     
　

	

再
任
用
制
度
を
活
用
し
て

働
く
と
適
任
制
の
人
数
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
ん
で
す
か
？

答    

	

総
務
課
長

フ
ル
タ
イ
ム
で
再
任
用
す

る
と
定
員
の
中
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

ま
す
。

問     
　

	

パ
ー
ト
だ
と
定
員
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
な
い
。
再
任
用

制
度
を
活
用
し
な
い
こ
と
の
検
証

を
し
ま
し
た
か
。

答    

	

総
務
課
長

検
証
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

意     
　

	

退
職
者
の
新
し
い
職
場
危

機
管
理
室
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
再
任
用
制
度
が
生
き
て
く

る
の
で
は
。

問     
　

	

避
難
所
の
指
定
箇
所
に
風

呂
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
衛

生
面
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

答    

	

総
務
課
長

町
内
に
12
箇
所
あ
る
避
難

所
の
う
ち
、
公
共
施
設
９
ヶ
所
、

神
社
や
お
寺
が
３
ヶ
所
と
な
っ
て

お
り
、
風
呂
が
あ
る
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
あ

る
避
難
所
は
、
小
学
校
、
フ
ォ
ー

ユ
ー
会
館
、あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
の
４
ヶ
所
で
す
。

問     
　

	

町
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
避

難
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
、
４
つ
の
洗
体
設

備
で
果
た
し
て
充
実
し
て
い
る
の

か
と
思
う
。
ス
ペ
ー
ス
の
面
、
予

算
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
充
実
し

た
避
難
所
を
造
っ
て
も
ら
い
た
い

が
。答    

	

総
務
課
長

シ
ャ
ワ
ー
室
に
つ
い
て
は
、

今
あ
る
施
設
を
避
難
所
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
避
難
の
た
め
の
シ
ャ
ワ
ー
室

を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
今
計
画
を
具
体
的
に
動

か
そ
う
と
思
っ
て
お
り
、
財
政
計

画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。。

意     
　

	

近
隣
の
市
町
村
に
比
べ
て

一
歩
前
に
進
ん
だ
の
か
な
、

充
実
し
た
避
難
所
を
提
供
し
て
あ

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問     
　

	

町
内
に
福
祉
避
難
所
と
し

て
何
ヶ
所
あ
り
ま
す
か
？

答    

	

総
務
課
長

現
時
点
で
、
福
祉
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る
施
設
は
、

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
ヶ
所
で

す
。
今
後
は
町
内
の
老
人
福
祉
施

設
等
に
お
願
い
を
し
て
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

満
室
の
と
き
に
、
町
と
し

て
ど
う
対
応
す
る
の
で
す
か
？

答    

	

総
務
課
長

福
祉
施
設
の
お
願
い
し
た

福
祉
避
難
所
つ
い
て
は
、
あ
く
ま

で
も
福
祉
施
設
個
人
の
も
の
で
す

の
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
範
囲
内

で
受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
避
難
所
の
充
実
に

つ
い
て

災
害
時
の
迅
速
な
対
応

に
つ
い
て

職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て

太田 文則 議員
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問     
　

	

新
し
い
タ
イ
プ
の
熊
本
地

震
の
教
訓
か
ら
防
災
計
画

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

国
に
お
い
て
、
災
害
対
策

基
本
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
運
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
示
さ
れ
る
と
思
わ

れ
、
国
県
や
専
門
家
な
ど
の
検
証

結
果
も
踏
ま
え
見
直
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

個
人
住
宅
に
対
す
る
耐
震

診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
、
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

制
度
の
利
用
実
績
の
報
告
を
求
め

ま
す
。

答    

	

総
務
課
長

説
明
会
を
実
施
し
た
が
参

加
者
は
ゼ
ロ
で
実
績
は
あ
り
ま
せ

ん
。問     

　

	

熊
本
地
震
後
、
住
民
の
防

災
意
識
は
変
化
し
て
い
る
。

周
知
を
今
後
も
続
け
る
べ
き
で
、

制
度
延
長
を
町
と
し
て
も
要
望
し

て
ほ
し
い
。

答    

	

総
務
課
長

周
知
は
改
め
て
し
た
い
し
、

県
の
制
度
の
延
長
も
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

問     
　

	

子
ど
も
医
療
へ
の
県
の
補

助
の
拡
充
が
、
今
年
10
月

か
ら
な
さ
れ
、
今
後
約
３
０
０
万

（
年
間
）
町
の
負
担
が
少
な
く
な

る
。
こ
れ
ま
で
財
源
が
な
い
こ
と

を
補
助
し
な
い
理
由
に
し
た
答
弁

が
続
い
た
が
財
源
は
あ
る
。
や
る

気
が
あ
る
の
な
ら
、
３
０
０
万
円

で
一
人
月
額
１
０
０
０
円
減
額
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
や
る
気
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答    

	

教
育
長

町
に
は
色
々
な
事
業
が
あ

り
、
今
の
段
階
で
は
学
校
給
食
費

補
助
を
優
先
し
て
行
な
う
べ
き
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

	

自
力
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
ゴ
ミ
を
運
べ
な
い
高
齢

者
へ
の
支
援
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
、
見
解
←

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
補
助
に

つ
い
て

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

岸本加代子 議員

問     
　

	

山
国
川
水
系
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
の
周
辺
自
治
体

と
の
会
議
に
つ
い
て
会
議
の
名
称

は
？
参
加
者
の
構
成
は
？

答    

	

総
務
課
長

山
国
川
水
系
水
防
意
識
社

会
推
進
協
議
会
で
す
。

山
国
川
河
川
事
務
所
所
長
、
気
象

庁
大
分
気
象
台
台
長
、
中
津
市

長
、
吉
富
町
長
、
上
毛
町
長
、
福

岡
県
及
び
大
分
県
の
防
災
担
当
、

河
川
担
当
の
課
長
５
名
の
計
10
名

で
す
。
そ
の
下
の
幹
事
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
山
国
川
河
川
事
務
所
副

所
長
、
大
分
地
方
気
象
台
防
災
管

理
官
、
中
津
市
、
吉
富
町
、
上
毛

町
の
総
務
課
長
、
福
岡
県
及
び
大

分
県
の
防
災
担
当
、
幹
線
担
当
の

課
長
補
佐
７
名
の
計
12
名
で
す
。

問     
　

	

会
議
は
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

今
年
３
月
に
幹
事
会
、
協

議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
１
回
開
催
。
今

月
末
に
第
２
回
目
の
幹
事
会
を
開

催
し
、
来
月
上
旬
に
第
２
回
目
の

協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問     
　

	

吉
富
町
に
山
国
川
水
系
が

も
た
ら
す
災
害
は
、
ど
の
よ

う
な
予
想
さ
れ
る
か
、
会
議
の
中

で
示
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

堤
現
在
の
山
国
川
の
被
害

想
定
で
は
、
水
が
堤
防
を
越
え
て

く
る
越
水
の
被
害
想
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
全
国
の
１
級
河
川

に
つ
い
て
改
め
て
浸
水
想
定
を

行
っ
て
お
り
、山
国
川
水
系
で
も
、

１
０
０
０
年
に
１
度
の
大
雨
を
想

定
と
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
堤
防
決
壊
時
の
浸
水
想
定
の

結
果
が
、
今
年
中
に
は
結
果
が
出

る
見
込
み
で
す
。

問     
　

	

災
害
に
つ
い
て
想
定
内
、
想

定
外
の
整
理
は
対
策
を
講
じ

る
上
で
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
事

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答    

	

総
務
課
長

想
定
内
と
は
、
想
定
で
き

得
る
最
悪
の
状
態
を
想
定
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
か
と

い
う
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
想
定
外
と

は
、
そ
れ
以
上
の
状
態
で
あ
り
ま

す
が
、
ど
こ
ま
で
を
想
定
す
る
か

と
い
う
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
ま
た
は
県
、
専
門
家
に
よ
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
な
ど
を
も

と
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

問     
　

	

熊
本
で
大
き
な
地
震
が
あ

り
、
起
こ
る
ま
で
は
想
定

外
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
想
定
内
と
し
て
対
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答    

	

総
務
課
長

今
後
、
こ
の
教
訓
を
生
か

し
て
、
そ
う
い
っ
た
想
定
の
上
で

地
域
防
災
基
本
計
画
が
改
定
さ

れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
示
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
吉
富
町
も
そ
う
い
っ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
も
う
こ
れ

は
想
定
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
対

策
を
練
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問     
　

	

古
文
書
な
ど
の
文
献
を
参
考

資
料
と
し
て
吉
富
町
の
災
害

を
想
定
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

古
文
書
な
ど
は
、
参
考
資

料
と
し
て
は
、
今
ま
で
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
被
害
想
定
を
す

る
場
合
は
、
過
去
の
気
象
デ
ー
タ

等
を
も
と
に
被
害
想
定
は
行
っ
て

い
ま
す
。
台
風
な
ど
で
、
過
去
、

幾
度
と
な
く
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し

た
被
害
想
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

意     
　

	

過
去
の
事
例
に
、
こ
う
い

う
地
震
が
、災
害
が
起
こ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
記
録
的
に
学
ぶ

こ
と
、
古
文
書
で
学
ぶ
こ
と
、
先

人
た
ち
が
言
い
伝
え
た
こ
と
、
こ

れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
は
、
同
時
並
行

で
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
町
創
り
に

つ
い
て

梅津 義信 議員



9

高
齢
者
の
就
労
は
健
康
に
も
つ
な

が
り
、
就
労
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す

る
障
害
者
を
年
齢
で
切
る
べ
き
で

は
な
い
。
見
解
を
求
め
ま
す
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

75
歳
以
上
の
高
齢
者
は

色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る
の

で
、
本
人
に
と
っ
て
も
そ
の
ほ
う

が
い
い
と
考
え
、
自
立
支
援
協
議

会
で
75
歳
以
下
と
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
希
望
者
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
次
回
の
自
立
支
援
協
議

会
で
議
題
と
し
て
な
げ
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

を
求
め
ま
す
。

答    

	

住
民
課
長

町
と
し
て
特
別
な
支
援
は

行
っ
て
い
な
い
。
社
会
福
祉
協
議

会
の
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
の
方
の

声
か
け
、
援
助
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
と
い
う
の
が
実
態
。
当
面
現

状
を
見
守
り
、
今
後
、
高
齢
者
社

会
が
す
す
む
こ
と
も
考
え
情
報
収

集
、
健
康
福
祉
課
と
の
協
議
も
進

め
て
い
き
た
い
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
加
も
で
き
る
の
で
自

治
会
で
協
議
、
申
し
出
て
頂
き
た

い
。問     

　

	

町
内
巡
回
バ
ス
の
停
留
所

の
ベ
ン
チ
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
、
当
面
、
実
施
可
能
な
４

箇
所
は
路
線
の
見
直
し
の
際
に
や

り
た
い
と
の
答
弁
を
得
た
が
、
今

後
の
計
画
も
含
め
て
報
告
を
求
め

ま
す
。

答    

	

総
務
課
長

12
月
ま
で
に
新
し
い
路
線

を
決
定
、
必
要
な
手
続
き
を
経
て

平
成
29
年
10
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
う
予
定
。
そ
の
時
ま
で
に
安
全

性
を
考
慮
し
て
停
留
所
を
決
定
し

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

高
齢
の
障
が
い
者
の
方
へ

の
就
労
支
援
に
つ
い
て
、

障
害
者
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型

の
サ
ー
ビ
ス
適
用
に
は
現
在
75
歳

未
満
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
る
。

問     
　

	

高
齢
者
福
祉
施
策
の
実
施
状

況
と
成
果
を
問
い
、
優
先
順

位
は
今
も
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

・
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構

築
で
は
、
新
し
い
事
業
ケ
ア
プ
ラ
ン

づ
く
り
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
総
合
事
業
を
行
い
ま
す
。

健
康
で
暮
ら
す
た
め
の
介
護
予
防
の

促
進
と
し
て
は
、
音
楽
と
健
康
づ
く

り
講
座
の
開
催
を
今
年
度
か
ら
３
回

行
い
ま
す
。

緊
急
事
態
へ
の
早
期
発
見
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
生
活
支
援
で
は
、

緊
急
通
報
装
置
、
見
守
り
セ
ン
サ
ー

を
98
世
帯
に
設
置
。
愛
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
会
会
員
に
よ
る
月
１
回

訪
問
。
吉
富
町
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
協
議
会
を
設
置
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
認
知
症
サ

ロ
ン
「
あ
い
あ
い
喫
茶
」
の
開
催
を

し
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
年

後
見
制
度
や
消
費
者
被
害
の
相
談
な

ど
、
事
前
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

成
果
、
数
値
的
と
し
て
は
、
平
成
27

年
12
月
の
介
護
保
険
認
定
率
は
14
．

41
％
で
、
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
３
．

４
％
低
く
、
介
護
予
防
の
成
果
だ
と

言
え
ま
す
。

・
高
齢
者
福
祉
施
策
の
優
先
順
位
は
介

護
予
防
の
促
進
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

問     
　

	

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

答    

	

総
務
課
長

町
内
巡
回
バ
ス
の
運
行
路
線

を
来
年
10
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問     
　

	

吉
富
町
の
認
知
障
害
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

認
知
症
判
定
は
、
厚
生
労
働

省
の
自
立
度
判
定
１
の
人
も
認
知
症

に
含
め
合
算
す
る
と
、
吉
富
町
で
は

２
５
２
名
と
な
り
ま
す
。
約
12
％
の

方
が
認
知
症
の
恐
れ
、
ま
た
は
、
認

知
症
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
厚
生
労
働

省
発
表
で
は
高
齢
者
認
知
症
の
有
病

率
15
％
と
推
計
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
町
で
は
、
そ
れ
よ
り
約
３
％
低
め

の
数
値
と
な
り
ま
す
。

意     
　

	

２
年
前
の
九
大
発
表
の
久
山

町
で
の
実
測
値
に
よ
る
と
有

病
率
約
18
％
で
し
た
。
人
口
規
模
も

吉
富
町
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら

試
算
す
る
と
当
時
、
３
１
６
人
と
の

結
果
で
し
た
。
そ
の
後
、
２
年
か
け

て
今
回
２
５
２
名
と
い
う
数
字
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
吉
富
町
の
高
齢
者
施

策
、
介
護
予
防
の
実
績
、
効
果
が
出

て
い
る
と
評
価
し
ま
す
。

問     
　

	

認
知
障
害
問
題
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

本
町
で
は
軽
度
認
知
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
推
計
で
は
、
２
７
０
名

で
す
。
放
置
す
る
と
認
知
機
能
の
低

下
が
続
き
、
５
年
間
で
約
半
分
の
方

が
、
認
知
症
へ
ス
テ
ー
ジ
が
移
行
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
の
段

階
で
の
機
能
低
下
に
い
ち
早
く
気
づ

き
、
予
防
対
策
を
す
る
こ
と
が
一
番

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

で
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
機
能
さ

せ
ま
す
。

意     
　

	

大
事
な
こ
と
は
、
本
人
、
御

家
族
、
そ
れ
か
ら
近
所
の

方
々
の
理
解
を
得
て
、
在
宅
で
Ｍ
Ｃ

Ｉ
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
く
と
い

う
、
理
想
形
の
高
齢
者
福
祉
施
策
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
に
以
下
の
よ
う
な
質
問
を
し
ま
し

た
。

・
吉
富
町
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画

概
要
版
に
つ
い
て
（
介
護
予
防
の
現

状
と
課
題
）（
高
齢
者
人
口
、
高
齢

化
率
の
推
移
）（
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
通
学
路
の
安
全
確
保
）

高
齢
者
福
祉
施
策
に

つ
い
て

是石 利彦 議員
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い
ま
す
。

問     
　

	

14
日
の
熊
本
地
震
、
地
震

速
報
、
防
災
無
線
に
よ
り

多
く
の
町
民
が
不
安
で
あ
っ
た
、

寝
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞

い
て
い
ま
す
。
今
後
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
。

答    

	

総
務
課
長

緊
急
地
震
速
報
が
計
７
回

流
れ
ま
し
た
。
１
回
目
と
２
回
目

は
震
度
３
。
そ
の
後
、
５
回
の
緊

急
地
震
速
報
が
、
震
度
は
１
、０
、

最
後
の
と
き
の
震
度
は
な
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
状
況
で
、
吉
富
町

で
は
ほ
と
ん
ど
揺
れ
を
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
地

震
速
報
が
流
れ
て
も
、
吉
富
町
で

揺
れ
を
感
じ
て
い
な
い
中
で
放
送

す
る
の
は
、
か
え
っ
て
不
安
を
あ

お
る
の
で
は
な
い
か
と
、
放
送
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
不
幸
に

も
発
生
し
た
場
合
は
、
住
民
の
皆

様
に
対
し
て
、
間
接
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
意
味
で
も
、
何

ら
か
の
放
送
を
促
し
た
ほ
う
が
よ

か
っ
た
か
な
と
、
今
は
感
じ
て
い

ま
す
。

意     
　

	

行
政
が
大
丈
夫
と
は
言
え

な
い
け
れ
ど
、
不
安
を
払

拭
す
る
よ
う
な
放
送
を
今
後
は
入

れ
て
あ
げ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
と
。
一
言
放
送
で
、
今
後
は
何

か
あ
れ
ば
役
場
の
ほ
う
に
電
話
一

本
下
さ
い
よ
と
か
、
く
れ
て
も
良

問     
　

	

熊
本
地
震
時
の
町
の
対
応

に
つ
い
て

答    

	

総
務
課
長

吉
富
町
で
は
震
度
２
を
観

測
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
、
総
務

課
及
び
上
下
水
道
課
職
員
も
出
勤

し
、
水
道
施
設
の
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
被
害
は

な
く
、
総
務
課
の
職
員
が
交
代
で

役
場
に
待
機
し
、
県
と
の
情
報
連

携
、
報
道
機
関
へ
の
対
応
、
住
民

か
ら
の
問
合
せ
に
対
応
を
い
た
し

ま
し
た
。

問     
　

	

町
の
災
害
対
策
本
部
設
置

要
綱
な
ど
、
町
で
の
基
準

に
つ
い
て

答    

	

総
務
課
長

要
綱
で
は
な
く
、
吉
富
町

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
大
雨
や

地
震
と
い
っ
た
災
害
種
別
ご
と
に

体
制
の
配
備
基
準
を
定
め
て
お

り
、こ
れ
に
よ
り
災
害
警
戒
本
部
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

町
内
に
震
度
３
の
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
第
１
配
備
を
行
い
ま

す
。
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し

た
と
き
は
、
災
害
対
策
本
部
、
第

４
配
備
に
な
り
ま
す
。
住
民
か
ら

の
情
報
へ
の
対
応
や
被
災
者
へ
の

救
援
活
動
や
、二
次
災
害
の
注
意
・

警
戒
な
ど
を
行
い
ま
す
。
震
度
６

弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と
き

は
、
第
５
配
備
、
非
常
態
勢
で
、

役
場
職
員
全
職
員
が
対
応
に
当
た

り
、
災
害
救
助
応
急
対
策
の
活
動

を
全
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問     
　

	

防
災
無
線
や
携
帯
メ
ー
ル

の
活
用
に
つ
い
て

答    

	

総
務
課
長

先
日
の
熊
本
地
震
の
際
に

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
た
と
お

り
、
国
の
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
連

動
し
瞬
時
に
国
か
ら
警
戒
情
報
が

流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
携
帯
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

大
手
３
社
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

で
携
帯
の
電
波
を
通
じ
て
吉
富
町

か
ら
随
時
配
信
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
福
岡
県
で
は
登
録
制
の
防
災

メ
ー
ル
「
ま
も
る
く
ん
」
と
い
う

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
大
雨
や

地
震
等
に
関
す
る
情
報
を
受
信
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

防
災
対
策
と
対
応
に

つ
い
て

山本 定生 議員

い
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

く
れ
れ
ば
、
町
民
の
安
心
・
安
全

に
少
し
は
寄
与
す
る
ん
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

上
記
質
問
以
外
に
以
下
の
質
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
町
Ｈ
Ｐ
と
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
つ

い
て

◎
放
課
後
保
育
事
業
に
つ
い
て

「防災メール・まもるくん」の
登録はしていますか。

～災害時等に情報をメールでお知らせします！～

①地震・津波、台風、大雨等の
　防災気象情報、避難勧告等

②災害時の安否情報通知

③地域の安全に関する情報

④福岡県避難支援マップ

【登録方法】①空メール送信
	 送信先　mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
	 ②ＨＰから登録
	 http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp

【問合せ】	 福岡県総務部防災危機管理局防災企画課
	 電話０９２－６４３－３１１４

【まもるくん４つの機能】
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研修期間	：平成28年5月26日（木）～  27日（金）
研修先	 ：長崎県長与町議会、島原市（雲仙岳災害記念館など）、熊本市（市街地）
研修目的	：議会・議員改革の先進的議会への研修と防災対策と意識の向上を共通認識とする為、
	 　議員全員での視察・研修を実施すること。
研修内容	：5月26日（長与町議会研修）
	 	 ○議会改革の進め方
	 	 ○１問１答の導入の取り組みについて
	 	 ○議会報告会の開催状況と内容について
	 	 ○議員定数の増減についての見解について
	 	 ○災害時における議会としての取り組み
	 　　（対応）について
　　　　　5月27日（災害被災地現地視察）
	 	 ○雲仙岳災害記念館（がまだすドーム）
	 	 ○土石流被災家屋保存公園　
	 	 ○熊本市街地（地震被災区域周辺）

　本町議会では、今般の熊本地震等を教訓に、長崎県長与町の取り組み状況等を参考として、吉富町

において災害が発生した際、町議会が町災害対策本部と連携し、災害対策活動を支援し、議員自らが

迅速かつ適切な対応を図るため、必要な事項を定めました。

　この要領につきましては、災害時における議会としての活動、議員自らの行動を明らかにしたもので

あり、その内容の一部をご紹介します。

　　本部長（議長）、副本部長（副議長）、本部員（本部長・副本部長を除く、議員全員）

　　・議員の安否等の確認
　　・町対策本部から災害情報収集、各議員に情報提供　　　　
　　・災害情報を収集・整理、町対策本部に提供 
　　・必要に応じ国・県への要望　ほか

　　・自らの安否及び居場所又は連絡場所を本部に報告し、
　　　連絡体制の確立本部より情報の提供の授受
　　・各地域における被災地及び避難場所等での情報収集、
　　　必要に応じて本部へ報告
　　・各地域における活動への協力
　　・各地域において被災者に対する相談及び助言等

議員の政務活動報告（長崎県長与町）ほか

構成

任務

議員の対応

吉富町議会災害対応要領を策定!!




